
− 33 −

文京学院大学人間学部研究紀要 Vol. 19, pp. 33 ～ 40, 2018. 3

＊人間学部コミュニケーション社会学科

1. 中世のレーゲンスブルクとユダヤ社会

ド ナ ウ 川 に 栄 え た 町 レ ー ゲ ン ス ブ ル
ク（Regensburg， 別 名：[ 英 ] Ratisbon [ 仏 ] 
Ratisbonne）は，世界遺産に「レーゲンスブルク
の旧市街とシュタットアムホーフ」1）として登録
されている．中世の時代，南ドイツ（ババリア地方）
の政治，文化の中心地であり，近世から近代にか
けては神聖ローマ帝国の議会が置かれていた．古
代からローマ帝国の要塞や建造物が建てられたた
レーゲンスブルクは，ルネサンスの時代，天文学
者のケプラー（1571–1630, Johannes Kepler）が没
した町と知られる．ドナウ川が町の中央に流れ，
旧市街（ドイツ国鉄の中央駅は旧市街の近くにあ
る）と対岸の旧聖カタリナ慈善病院があるシュ
タットアムホーフ（Sradtamhof）地区に分かれて
いる．

1245 年，レーゲンスブルクは神聖ローマ帝国
内の自由都市（Freie und Rechsstäte）になった．
このとき，アルザス地方のコルマール（Cormar），
アグノー（Haguenau），ミュールーズ（Mulhouse）
や同じスワビア（南西ドイツ地方）のメンミン
ゲン（Memmingen）も自由都市になっている．
すでにバーゼル，アウグスブルク，ケルン，ス
トラスブールは神聖ローマ帝国内の自由都市と
して公国になっていた 2）．それに先立ち，レーゲ
ンスブルクの町を二分していたドナウ川に石橋

（Steineme Brücke）が建設され（1135 年 –1146 年），
ヨーロッパ各地と結ばれるようになった．中世
ヨーロッパの国際交易ルートは，北ヨーロッパの
都市や中世ヨーロッパの第一の都市ヴェネツィア
とも結ばれるようになったのである．レーゲンス
ブルクは中世国際交易ルート，とくにスラブ諸国
との馬の交易の要であった 3）．

中世以降のユダヤ社会にとってのレーゲンスブ
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Regensburg （d.1225）. The Author was a Jewish scholar （rabi）, born and raised in Regensburg under Holy Rome 
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ルク 4）は，繁栄と波乱の時代だったといえる．
レーゲンスブルクはドイツで最初のユダヤのコ
ミュニティが設けられた町であった（1020 年）．
ドナウ川はヨーロッパの交易に大きく貢献すると
ともに，レーゲンスブルクはアシュケナージの交
易都市として発展していった．1096 年から始ま
る十字軍は，ヨーロッパのキリスト教世界に生き
るユダヤ教徒の政治的・主教的立場と社会・文化
を激変させた．強制的にユダヤ教からキリスト教
への改宗が進められると，その 1 年後には「カノッ
サの屈辱」で知られるハインリヒ 4 世（Heinrich 
IV, 1050–1106 年，うち神聖ローマ皇帝としては
1084–1105 年在位）によってユダヤ教に戻ること
が許された．十字軍の時代を通じて組織された「ユ
ダヤ十字軍」をレーゲンスブルクでは除外された
ともいえる．

1182 年，神聖ローマ皇帝の赤髭王フリードリ
ヒ 1 世は，レーゲンスブルクのユダヤ教徒に以下
のように宣誓した．「われらは，わがレーゲンス
ブルクのユダヤ人に対し，今日までのユダヤ人の
先祖歴代に補償してきたよき習慣や栄誉を認め，
帝国の権威として確認する．」5）

レーゲンスブルクのユダヤ教徒ことユダヤ人 6）

は，主として中央ヨーロッパならびにスラブ諸国
との交易に従事していた．「かれらは，自分たち
の古代からの習慣に従って金，銀，その他の宝石
類を売り，他の商品 [ 訳注：馬など ] も扱うこと
もあった．」7）レーゲンスブルクは，交易の対象
地域としてスラブ地域（ボヘミア，ウクライナ，
ロシアなど）があげられる．

中世のレーゲンスブルク 8）は，神聖ローマ帝
国の首都として機能していた時代もあり，帝国議
会が開かれて爵位を授与・廃止される一方，赤髭
王フリードリヒ 1 世の率いるドイツ騎士たちの第
3 回十字軍が出発した地域でもある．また，司教
座がおかれ，宗教と生活・文化の中心的な役割を
果たしていた．また，13 世紀から始まるアンチ・
セミティシズム（反ユダヤ主義）が激しさを増し
た町として知られる．

神聖ローマ帝国ではしばしば皇帝の公文書と
してのいくつも金印勅書（bulla aurea）が発令さ
れた．そのうち，1356 年にカール 4 世（Karl IV, 

1316–1378）が発令したものはとくに有名なもの
である．皇帝は 3 名の大司教（マインツ，トーリ
ア，ケルン）に有力貴族を加えた計 7 名の選帝侯
によって選ばれ，教皇の承認は不要とし，諸侯の
最上位として領内の裁判権，鉱山などの採掘権，
関税徴収権，貨幣鋳造権とともにユダヤ人の保護
権を有していた．選帝侯の子孫たちは当時，神聖
ローマ帝国で流布していた言語であるドイツ語，
ラテン語，イタリア語，スラブ語を 7 歳のときか
ら学習することが義務付けられた 9）．大空位時代
の皇帝不在を避け，封建制（Lehen）の死守のた
め，金印勅書はそれまでの規則を継承しつつ，時
代によって修正・変更してきたともいえる．ユダ
ヤ商人を保護したり，弾圧したりしたのは時代を
反映したともいえ，とくに十字軍以降はアンチセ
ミティシズムが激しさを増していった 10）．

2. ラビ・パタヒアと中世の旅行家たち

12 世紀は，中世ヨーロッパが経済的・商業的
に飛躍した時代と指摘されている．十字軍は中世
ヨーロッパの騎士たちに異国・異郷を体験させ，
ルネサンスに向けて活発な動きを示した時代でも
ある．その一方で，魔女狩りが激しさを増し，（ロー
マ）教皇と（神聖ローマ）皇帝の争いが始まりつ
つあった時代でもあった．

パタヒアの生きた時代のレーゲンスブルクは，
まだゲットーはなく（ユダヤ人居住区はユダヤ教
徒だけではなく，キリスト教徒も住み，そこにユ
ダヤ教徒の墓地とシナゴーグの建設が始まったの
は，1210 年だった），シナゴーグもなく（1227 年
に完成），ユダヤ教徒の商人たちが比較的，重宝
された時代であった．その一方で，第 3 回十字軍
が派遣される直前でもあった（皇帝フリードリヒ
1 世の率いる第 3 回十字軍がレーゲンスブルクか
ら遠征に向かうのは，1189 年）11）．自由都市と
して中世を謳歌していたレーゲンスブルクの役割
は減少しつつあったといえる．

レーゲンスブルクのパタヒアの旅行は，1170
年から 1187 年にかけてと想定されている．12 世
紀前半に生まれ，プラハに数年，滞在した後に彼
の旅行が始まった．ポーランド，キエフ，クリミ

レーゲンスブルクのパタヒアの旅行記 –1（関根謙司）
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ア，タタール，アルメニア，中東，ペルシア，イ
ラク，シリア，パレスチナ，ギリシャを旅してい
る．確かなことは，1174 年から 1187 年の間はダ
マスカスに滞在していた 12）．

ここに中世を代表する著名な旅行記を残した，
ユダヤ教徒，キリスト教徒，イスラム教徒につい
てまとめてみた（* 邦訳あり．** 部分訳ならびに
解説あり）．

中世を代表する旅行家をみると，生粋の商人は
マルコ・ポーロ 13）くらいで，他の旅行家は巡礼

（エルサレム，メッカ）や布教などの宗教的・政

治的動機を理由に旅行に向かった．イブン・バッ
トゥータもメッカ巡礼を口実に 3 度も旅行に向
かっている 14）．キリスト教の宣教師のうち，フ
ランチェスコ会が多いのは，活動修道会のフラン
チェスコ会は，異端とのぎりぎりをすり抜けて，
中東や中央アジアに活動拠点をもっていた．ロシ
アやポーランドにまで侵入してきたモンゴル帝国
に対し，教皇は使節を派遣する必要を痛感してい
た．その使節に選ばれたのが，カルピーニとルブ
ルクであった 15）．広大な地域を支配したモンゴ
ル帝国は主従関係を崩さずに国内の価値観として

表 1
[ 中世を代表する大旅行家たち ]

人　名（生年―没年）[ 宗教 ] 旅行期間 出身地 旅行地域
Ahmad Ibn Fadlān （生没年不詳）*
[ アッバース朝カリフの命を受けてイ
スラム法学者として北方へ旅．]

921–922 ヴォルガ，ブルガール，ハザール，ホラ
ズム，ロシア

Judah Halevi （ca.1075–1141）
[ ユダヤ教徒の学者，詩人，哲学者 ]

1140–1141 Toledo or Tudela アンダルシア，エジプト，エルサレム

Benjamin de Tudela（1130–1173）**
[ ユダヤ教徒の宝石商？ ]

1165–1173 Tudela 南欧，アナトリア，中東，アラビア半島

Moshe ben Mayimōn （1135–1204）**
（ラテン名） Maimonides [ ユダヤ教徒
の学者 ]

1148–1166 Cordoba アンダルシア，北アフリカ，パレスチナ，
エジプト

Rabbin Petachia （?–1225）[ ユダヤ教
徒 ]

1170–1187 Regensburg 中欧，中東，バルカン半島

Iohannes de Carpini （1185?–1252）*
[ フランチェスコ修道会の修道士 ]

1245– V i l l a  P i a n  d i 
Carpini

中欧，ロシア，モンゴル，

Ibn Jubayr （1145–1219）*
[ イスラム教徒の学者，旅行家 ]

1183–1217 Valencia アンダルシア，南欧，中東，アラビア半島，
エジプト

Guillaume de Rudrouk （1220?–1293?）
*
[ フランチェスコ修道会の修道士 ]

1253– Rudbrouck
（Flanders）

アナトリア，南ロシア，モンゴル

Marco Polo （1254–1324）*
[ キリスト教徒の商人 ]

1271–1295 Venezia 南欧，中東，中央アジア，中国，東南ア
ジア

Odorico di Pordenone （1286–1331）*
[ フランチェスコ修道会 ]

1296–1329/30 Pordenone 南欧，バルカン，アナトリア，中東，インド，
東南アジア，中国

Ibn Battuta （1304–1369）*
[ イスラム教徒の法学者 ]

1）1325–1332
2）1332–1347

3）1349–1354

Tangiers 1）北アフリカ，中東，東アフリカ
2）中東，インド，東南アジア，アラビア
半島，北アフリカ
3）アンダルシア，南イタリア，北アフリ
カ，西アフリカ

Sir John Mandeville （?–1372）*
[ キリスト教徒の騎士．カタイ（中国）
旅行，実在は疑問視 ]

（ 1 3 2 2 / 1 3 3 2 –
1372?）

England 中東，インド，中国，東南アジア

Ibn Khaldŭn （1332–1406）
[ イスラム世界を代表する歴史家 ]

生涯を通じて仕
官先を変え転々．

Tunis モロッコ，アンダルシア，カスティリャ，
アルジェリア，エジプト，シリア
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の国教を模索していたことも事実で，またモンゴ
リア高原の有力部族のうち，ケレイト，ナイマン
の両部族は西方の文化的影響を受けており，中に
はネストリウス派のキリスト教徒も相当数いたと
想定されている 16）．

また，ユダヤ教徒は生活，食事制限などの必要
からコミュニティに住む必要があった．また，女
性はユダヤ教徒と婚姻関係が必要であった．ユダ
ヤのコミュニティの指導者であるラビはしばしば
遠方のコミュニティのラビと交際があり，ユダヤ
教徒の旅行家がラビであったのもそのためである
と想定される 17）．ラビは宗教活動でユダヤ教徒
から金銭を受け取るべきではなく，よってユダヤ
教徒の花婿の世話やコーシェルの認定で生計を得
ていたのである．

　中東を起点にアジアとヨーロッパを結び付け
たのがイスラム世界であったが，それをさらに
大規模に発展させ，交易によって繁栄と旅の安
全 18）を保障したのがモンゴル帝国であった．モ
ンゴル帝国のハーンの金印の通行書はさしずめ現
代の外交旅券であった．だからこそ，マルコ・ポー
ロの一行がイルハーン国のフレグ・ハーンの発行
した金印がそのまま元王朝の大ハーンにして兄の
フビライ・ハーンの許に赴いたときも十分に通用
したのである．

　旅行者ならびに旅行記は閉ざされた中世ヨー
ロッパの時代にあって，外の世界の情報をもたら
してくれるものであった．とくに十字軍以降，外
の世界の情報に飢えていたキリスト教圏の人々は
旅行者の来訪や話に熱中した．

　多くの旅行家に交じって，ユダヤ教徒の学者
マイモニデス，イスラム教徒の学者イブン・ハル
ドゥーンの旅は政治的・社会的変化に対応する形
で旅行しており，少々，違和感を受けるかもしれ
ない．マイモニデスはカイロのユダヤ教の指導者
として，各地からのユダヤ教徒の質問に対してユ
ダヤ・アラビア語（ヘブライ語で表示し，ヘブラ
イ語を多用しているアラビア語）でレスポンサ（書
簡）として答えた．その 1 つ『イェーメンからの
手紙』は内容的には彼の波乱の半生を描いた著書
であることはすでに筆者は論じた 19）．また，ま
たシリアを包囲・攻撃したチムールとの対談で知

られるイブン・ハルドゥーンの自伝に記載されて
いる旅行は現代で言うならば「日記」に近い 20）．

3. パタヒアと旅行と旅行記

パタヒアの旅行記のヘブライ語原本は，すでに
1595 年，プラハで出版されている．1687 年には
ドイツのアルトドルフ（Altdorf）でドイツ語に翻
訳された．1831 年には，ストラスブールでラテ
ン語訳が，パリでフランス語訳が出版され，1856
年にはロンドンで英訳が出版されている 21）．

これは世界を旅したラビ・パタヒアの旅行である．
彼は生まれ故郷のレーゲンスブルクを出発し，プラ

ハに到着した．そこはボヘミア王国の首都である．プ
ラハからポーランドに向かい，さらにポーランドから
キエフ，ロシアに向かった．そこから，6 日間をかけて
ドニエプル（川）に達し，さらにケダルの地に達する．

この国の住民は，船をまったくもたず，移動には馬
に 12 人が乗れる改良をし，それを利用して国境までに
も出かけたりしている．馬は泳ぐことができ，川を渡
ることができる．彼らはパンを食べずに米を食べ，沸
かしたミルクやバター，チーズを食する．彼らは肉を
大きく塊に切って，馬の鞍の下にしまっている．馬を
汗だくだくに俊足で走らせ，肉を温めて食べるのであ
る 22）．

仏訳者の脚注によると，ケダルの国とはもとも
とアラビア半島の砂漠地帯を意味する．ケダルと
はアブラハムの息子イシュマエルの息子のことで

レーゲンスブルクのパタヒアの旅行記 –1（関根謙司）
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あり，旧約聖書の伝説によると，アブラハムが正
妻サラの女奴隷であったハガルに産ませたイシュ
マエルを二人の女性の反目に困り果て，親子とも
砂漠に追放したとされる 23）．「ケデルの地は案内
人がいないと，旅行が難しい」と言って，旅の記
録を続ける．また，「王はいないが，王族や貴族
はいる」と記している 24）．

（ラビ・パタヒアは）16 日かけてケデルの地を通過
する．住民は休んだり，眠ったりするときはテントの
中で過ごす．鋭い視力をもち，美しい目をもっている．
というのも，塩はほとんど取らず，畑に住んでいる人
たちだけが快適な香りを発散している．彼らはすばら
しい弓の使い手で，飛んでいる鳥を自分たちの矢で貫
く．彼らは交易の旅路から離れていても，目標を狙う
だけではなく，それが何か識別することができる 25）．

中央アジアに栄えたユダヤ教徒によるハザール
王国について，「ケデルの地の交易街道を進むと

（カスピ）海に到達する．（カスピ）海の反対側に
ハザールの地がある」26）と記録している．パタ
ヒアが通常の地中海ルートではなく 27），ロシア・
中央アジアのルートで聖地エルサレムに向かった
理由もユダヤ国家としてのハザール王国の噂を確
かめたかったためであると思われる．

ラビ・パタヒアは（ハザール）の地を通り過ぎるの
に 8 日を費やした．ハザールの地には 17 の河川が流れ
ており，それが 1 つの川に合流することによって終わっ
ている．
（中略）ラビ・パタヒアはハザールの地からタガルマ

の地に向かった．そこはイスラムのよりもずっと遠い
ところにあって，アララット山の入り口のところであ
る．タガルマから 8 日かけてニシビンに到達する．そ
この右側からアララット山の美観が望める 28）．

タガルマとは，現在のグルジアあたりをいう．
ガマルの息子とはグルジアを意味し，タガルマと
呼ばれた．同様にアルメニアのことも意味すると
仏訳者は注釈に付記している 29）．また，アララッ
ト山とは現在アルメニアとトルコの堺にある（現
在はトルコ領だが，アルメニアはこの周辺を西
アルメニアと呼んでこれを認めていない．）5137
メートルの双峰の山で，周囲に山脈のない美しさ
は古代から知られており，またノアの箱舟が大洪
水後に辿り着いたところという伝説が残ってい
る 30）．

中世の時代，1 日につき，平均して 30 キロ程
は歩いたと伝えられている．マルコ = ポーロも中
国までの 9 千キロも約 30 キロで歩いたとされる．
街道とルートの整備が前提になっているが，パリ
からアミアンまでの 130 キロを 2 日で歩いたとい
う記録がある 31）．

参考資料
レーゲンスブルクのパタヒアの旅行地図

注　（原稿枚数の関係で参考文献は列挙せず，注を
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もって代行することにした．）
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